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諸収入
22億9,555万円
5.1%

市税
133億4,134万円
29.6％

その他
25億9,500万円
5.7%

市債
16億7,400万円
3.7%

県支出金
31億670万円
6.9%

繰入金
41億3,684万円
9.2%

使用料及び手数料
5億4,149万円
1.2%

分担金及び負担金
5億892万円
1.1%
財産収入
3億7,355万円
0.8%

繰越金
1億円
0.2%寄附金

600万円
0.0%

地方交付税
122億円
27.1%

国庫支出金
42億2,060万円
9.4%

自
主

財

源

依
存

財

源

歳入合計
451億円 都市計画税

8億7,309万円
　　　　6.5%
市たばこ税
5億9,613万円
　　　　4.5%
軽自動車税
2億9,804万円
　　　　2.2%
入湯税
2億3,774万円
　　　　1.8%

固定資産税
63億7,293万円
47.8%

市民税
49億6,342万円
37.2%
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469
億円

人と自然、そして文化がおりなす
活力とやさしさがあふれる
飛驒高山を目指して
総額745億円のあらまし

　市では、2月27日から開会した市議会定例会に、一般会計451億円、特別会計・企業会計
　294億円余の平成30年度予算案を提案しました。

新
年
度
予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト

　

平
成
30
年
度
は
第
八
次
総
合
計
画
の

4
年
目
、
計
画
期
間
前
半
の
仕
上
げ

と
中
間
見
直
し
の
準
備
の
年
度
に
あ
た

り
、「
人
・
自
然
・
文
化
が
お
り
な
す

活
力
と
や
さ
し
さ
が
あ
る
ま
ち
飛
驒
高

山
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
、
教
育
大
綱
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
重
要
な

年
度
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
が
持
つ
多
様
な
地

域
資
源
や
地
域
特
性
を
活
か
し
、
各
地

域
が
主
体
と
な
り
自
立
し
た
ま
ち
を

形
成
で
き
る
よ
う
予
算
配
分
を
行
い
ま

し
た
。

　

特
に
平
成
30
年
度
は
、
教
育
大
綱
に

掲
げ
る
願
い
の
実
現
に
向
け
て
、
子
ど
も

の
夢
や
創
造
力
を
伸
ば
す
子
ど
も
夢
創

造
事
業
の
充
実
や
、
若
者
が
活
躍
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整

備
、
子
ど
も
の
生
活
習
慣
や
食
に
関
す

る
意
識
を
向
上
さ
せ
る
眠
育
・
食
育
講

座
の
開
催
、
児
童
生
徒
等
の
重
大
事
態

に
対
し
て
速
や
か
に
事
実
関
係
の
調
査

を
行
う
重
大
事
態
調
査
委
員
会
の
設
置

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

歳 入 ◉一般会計当初予算の推移

平成30年度

予算


